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ポエムっていいね!
キタノアス力
(富山大学非常勤講師)
『短い言葉で気持ちを表現する英語講座 ~ポエムやポスター表現に挑戦する-jクラスを担当
して3回目になります。少人数ですが、毎回有意義で、楽しい講座になっています。“WritingSimple 
Poems" (Holmes and Moulton. Cambridge University Press. 2001)の参考書をベースにしながら、
9回のクラスを通して、 8種類のポエムスタイルを学び、そのルールに沿って、毎回受講者が各自
で考え、書いて、英語で発表します。最後の 10回目のクラスでは、受講者が自分で詩集をデザイ
ンして作成したものを持って来て、その中から選んだ数種類のポエムを気持ち込めて朗読して、五
感を使いながら英語でプレゼンテーションしてもらいます。受講生の感性、想像力、英語表現力に
は毎回脱帽します。
先ず、今回の受講生たちのお気に入りのポエムを 2点を紹介します。
“The Cherished Memory" 
By Nagai Kaori 
We savored the cool breeze on the moonlight path. 
It gave the peace白1smile to us. 
We heard the song of the brook in the dark. 
It was as if the people were clapping for us. 
We looked up the great many stars in the night sky. 
The scene :filled us with happiness. 
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解説.これは、作者 (Nagaiさん)と幼い息子とのとても大切な思い出の一つです。このポエムに
は、昔の息子と過ごした楽しく、心地よく、微笑ましい思い出が込められています。彼女がこのポ
エムを作るとき、家族で夏にキャンブρに行ったときの場面が頭に浮んだようです。そのときの星空
の下、息子と 2人で川のそばを散歩していたら、息子が言いました、 「ママ、川が僕たちに拍手を
しているよ。」彼女は彼の感性に驚き、感動しました。なぜならば彼女にはただの川の音にしか聞
こえませんでした。そのときの思い出をベースにして、川、風、山、森林の様々な音ゃにおいをイメー
ジしながらこのポエムが生まれたそうです。そして、彼女は自分に 「そのときどう思った?何を感
じた?何が見えた?Jと問いました。このポエムでは「自然」がうまく表現されていると思います。
このポエムを読むと、「自然」に触れている感覚が間近によみがえってきます。
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He boils hot water in a pot 
He opens the coffee can with his hand 
He folds the bottom of the coffee filter 
He puts ground of coffee beans into it 
He pours hot water slowly and care白Ily
He sets 2 cups on the table 
So 1 say to him， 
“Please give me a delicious one" 
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解説:作者(Ikedaさん)はず、っと毎朝コーヒーを作る習慣があって、その香りや、そのひとと
きがとても好きでした。最近ご主人もコーヒーを作るようになりました。そして、彼女は自分で作
るだけでなく、ご主人が作ったコーヒーを飲む楽しみも増えました。毎朝お互い忙しくても、別々
の行動しでも、そのわずかな数分のコーヒータイムで、 2人が貴重な“会話 (communication)"を
しているのです。普段の日常ですが、その雰囲気や、お互いへの思いやりなど、彼女のとてもハッ
ピーな様子がうまく表現されていると思います。
次に、彼女たちからのこのクラスについての感想を紹介します:
『このクラスでは、英語の詩の形式をいくつか習いそれに沿って今度は自分で、作ってみます。言
葉の表現を選び、アドバイスを受けながら作る作業は文法の勉強にもなりました。また、自分の内
面を詩で表現することは普段は照れてなかなかできませんが、英語だからこそ、すなおにその情景
を表現できて、私も満足しています。このクラスで習う詩は、アメリカの子供の詩を例に出して学
ぶことが多いですが、どの詩も心打つものです。詩を作るに年齢は関係ありません。詩の、 言葉の
深さに魅了されますcJ(池田薫さん)
r"“表現する楽しみ
いでで、した。今までで、英会話の講座しカか、受講した事がなカか、つたのでで、、このクラスで初めて「文学として
の英語」にふれた気がしました。「詩jは、文章とは違って短い。その短い中で言葉を紡いで、、自
分の思いや心の風景を表現する難しさを知りました。しっくりくる単語を探すのに苦労することも
度々 。また、リズム感を出すための工夫をするのも「詩」ならではだ、ったと思います。講座を終え
てみて、意外な事に気がつきました。「詩を書く」ことで、「短いセンテンスで伝えたい事を表現するJ
方法を学びました。それは、私にと って会話表現のヒントとなっていたのです。自由にのびのびと
表現する楽しさを知った講座でした。J(永井香里さん)
最後に、このような経験を通じて、英語で気持ちを表現するいろいろな方法をこれからも探した
いと思います。ポエムっていいで、すね 1
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